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症例

血液透析患者にみられたPer壬orating壬olliculitis
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１例を経験したので報告するとともに，本症の

成因を解明する目的で，透析セソターにおける

244名の透析患者について若干の調査を試ふた。

要約：血液透析開始後に癌捧が生じ，Perforatingfolliculitisの発生

を承た54歳男性の１例を報告するとともに，透析センターにおける維持透析患

者244名の検討を行ない血液透析と本症との関係について若干の文献的考察

Ｉ

を行なった。その結果，透析開始後に癌捧が出現した患者は61名(25％)で，そ

のうち療捧に引続いてなんらかの角化性丘疹が発生したものは27名(11％)であ

った。しかし，このうち臨床的に典型的なPerforatingfolliculitisと思われ

たものは４例（1.6％）にすぎず，Hurwitzらの報告に比べると，本邦におけ

るその発生頻度は低いように思われた。また本症と癌捧との関係についてもは

っきりとした因果関係を認めるには至らなかった。
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1･はじめに

Perforatingfolliculitis（以下ＰＦと略）は，

1968年，Mehreganら')により記載された疾患

概念であるが，病理組織学的にはKyrle病と

の異同など多くの問題を含んでいる。

ＰＦは，欧米においてはMehreganらの報

告以来，1970年代前半までに数多くの報告がな

されたが，その後一時期，世界の文献からその

名称が消失した感があった。ところが1982年，

Hurwitzら2)，Whiteら3)により透析患者にお

けるＰＦが報告されて以来，同様の報告4)-7)が

相次いでなされ，再び注目されるようになっ

た。とくに透析患者に承られるＰＦは，Meh‐

regａｎらによる無症候性ＰＦに比べ，強い癌

津を伴うことが特徴である。

今回われわれは，透析‘患者に合併したＰＦの

Ⅲ･症例

患者：５４歳，男性。

初診：昭和58年８月29日。

家族歴：姉に急性腎炎の既往あり。いとこの１

人が尿毒症で死亡。

既往歴：１０歳の頃，腎炎のため約１カ月の通院

治療を受け，４６歳の時，尿路結石と高尿酸血症のた

め精査をうけ，慢性腎不全を指摘された。

現病歴：慢性腎不全による浮腫，高血圧，動

惇，息切れなどの症状が生じたため，昭和55年８月

から週３回，血液透析を受けている。５８年夏頃から

全身の皮膚の癌捧感が強くなり，背部には角化性丘

疹が生じたため当科を受診した。

現症：全身の皮層は乾燥し，黄色調を帯びた

禰漫性の色素沈着が承られる。背部には,直径５ｍｍ

までの角化性丘疹が散在(第１図)，その大半は毛孔

一致性で，表面に白色鱗屑を付け，中心に白色調の

小角質塊を含むものもある。
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